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はじめに
　子どもを取りまく近年のさまざまな問題の発生から，
こころの教育のあり方についての議論が活発になってい
る。子どもたちの心の未熟や孤立を生む人間関係の問題
が指摘され，知力・学力偏重の学校教育の問題性も多く
語られる。そんな中で，感性に富み，賢さと優しさを兼
ね備えた真の意味での知性を育む諸要因を探究し，個々
の子どもの特徴に配慮しつつ協同的で豊かな学びを支
援・促進する教育プログラムの開発が要請されている。
　皆川　（２００５）は，知性と感性を育てる教材としての
俳句の可能性を示唆した。日本人は，自然，文化，そし
て人間とのふれあいを心に刻み込む手段として，俳句と
いう短詩型を創造し，世界に向かって発信している。十
七音という制約のなかに，この世で出会うすべてのもの
から感じとった心を自らの感性と知性で選び抜いた季語
に託して表現する。それが俳句である。金子（２０１４）は，
子どもの頃から俳句に触れることの最大の利点は「感性
が養われる」ということであるとし，十七音という短い
定型詩である俳句では無駄な言葉を使えないため最適の
言葉を選べるようになることから，言葉を大事に使える
人間になるはずだとしている。これにより，知性の伸長
がもたらされる。上記の特徴を有する俳句は，冒頭で述
べた教育プログラムの素材として有用と考えられる。
Ⅰ．問題と目的
１．定型が醸成する俳句の魅力
　俳句の楽しさ，素晴らしさは，季語との出会いから生
まれる。季語とは，先人たちが生活の中から紡ぎ上げて
きた季節を表す言葉である。自らの周囲に満ちあふれた
生き生きとした出会いを季語と結び合わせることによっ
て俳句が生まれる。したがって，若者は瑞々しい感性で
素直に詠むことができるし，人生経験を積んだ人には深
い味わいが滲み出てくる。それぞれの良さが自然に表れ
るのである。ただ共通するのは，誰が詠むにしても，そ
の根底にあるのは季語だということである。
　古来，日本人は「花鳥風月」と言って自然の美しさを
愛でてきたが，単に「花」と言えば春の季語になり，「月」
といえば秋の季語になる。生活の中で生きた季語を体験
し，味わいながら，自分の感性と知性で一行の詩にして
いく，一つ一つの出会いから生まれるこころの揺らぎを
率直な言葉で詠んでいく，これが俳句の基本である。
　俳句には，五・七・五という定められた型，つまり定
型があり，この定型という器に一人一人の作者の心を，
感動を，発見を盛り込み，仲間と伝え合う。共通の器を
使うからこそ，お互いに相手の心の形がよく理解できる
のである。十七音で成り立ち，五音・七音・五音の組み
合わせの音律を基調としている，それが俳句である。こ
の十七音の韻文詩形式は，日本語の調べとしてとても自
然で，すーっと心に染み込んでくる。口ずさんでみると，
きりりと引き締まっていて，しかも飽きることがない。
安定と変化を兼ね備えた詩型であるといえる。極めて簡
潔でありながら，集約，余韻といった独自の効果も生み
出す。この点に関連して，中村（１９５９）は知・情・意の
働きにより人間は真・善・美を獲得するとし，それぞれ
の文の目的について，以下のように説いた。「散文は知の
働きによって真を獲得することを主な目的としている。
一方，韻文は言葉にともなう音楽的要素を利用して美を
生み出すとともに，作者の心の中に充ちている情を読者
に感じさせ，伝達しようとする目的の下に発生してきた」。
また，茂木（２００８）は，短詩型である俳句の「言語化さ
れていない」部分が読み手に強い印象を与え，それが俳
句の大いなる力であると述べている。
２．俳句指導の実際
　本稿における授業づくりの参考とするため，知性と感
性の育成を目指して第２著者らが手がけてきた，俳句を
教材とする授業実践を検討する。
　皆川・大黒　（２００３）　は，文献研究の成果に基づいて，
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俳句の創作と鑑賞を軸とする国語科学習指導案を作成し，
小学校６年生１学級において授業を実施した。その結果，
児童の俳句作品集と鑑賞記録から，複数の心理学用語で
表される多様な自画像を読みとることができた。いずれ
も，自我同一性の確立期に，さまざまなものとふれあい，
感じたことを表現することの意義を実証する内容である。
俳句が五感を適度に刺激し，創造性を高める素材である
ことの証明でもある。
　皆川・正岡（２００８）は，多角的流動的に移り変わる現
代社会を生き抜くためには，自ら気づく感性と自ら選択
し判断し決定し行動する知性が求められるとし，人間関
係を築く力の低下が憂慮されていることから，教育の役
割はますます大きくなっていると論じた。また，自己を
見つめ他者と関わり合うことで，自己の理解力や表現力
を高め，他者理解を深めていくことができる協同的活動
は，知性と感性の育成を促進すると考えられるとした。
さらに，人間関係を築く力の育成には，コミュニケーショ
ンスキルの向上など外的対人関係能力と，自己や他者の
よさを認める気持ちをもつなどの内的対人関係能力の両
面からのアプローチが必要であり，協同的活動はそれを
も可能にするとした。そこで，協同的活動を促進する素
材として，日本語の美しさや季節感を感じさせ児童の健
全な成長によい影響を及ぼすメディア（皆川，２００５）で
ある俳句に注目した。俳句を素材とする協同的活動の場
を，形態を変えながら繰り返し設けることで，知性と感
性，さらには，よりよい人間関係を築く力の育成が促進
されると考えられるとした。このような枠組による教育
プログラムを構築し，その効果を検証することを目的と
して，小学校における「総合的な学習の時間」において，下
記のような授業をおこなった。単元名を「心と心をつな
ごう」とする４時間配当の単元とし，次に示す４つの活
動を含む授業構成とした。①俳句を作る②自分の作品を
紹介する③班の代表俳句を決める話し合い④代表俳句を
題材として討論する。①と②の活動では主として自分の
思いや考えを明確に表現する力の育成をはかり，③と④
の活動では，主として自己と他者のよさを認める気持ち
の育成を目ざした。俳句作りの過程での季語の選択や十
二文字の文作り，および俳句選びの過程での指導者の支
援，俳句紹介や代表俳句の選定を行う班活動，班対抗の
討論など，異年齢ならびに同年齢間での相互作用の機会
を多く設けた。教育対象は小学校５年生２学級，授業者
は大学院学校教育研究科に在籍する小学校教諭であり，
第２著者が補助者となった。１時間目には，俳句を作る
活動を行った。ビデオ教材を作成し，「取り合わせ」とい
う親しみやすい作句方法を教授するとともに，いつでも
相談できる雰囲気を作ることで，俳句作りに関する経験
差や苦手意識を払拭していくことを目指した。俳句作成
カードを用意し，円滑に作句ができるよう配慮した。自
分が気に入った俳句を選句カードに記入することで，次
時の発表に活用できるようにした。さらに，「自分が俳句
にこめた思いを書いておこう」と教示し，発表原稿用紙
に記入させた（＝宿題）。２時間目は，各自の俳句を班内
で発表し意見を述べ合うことにより，代表俳句を決定す
る活動を行った。話し合いの進め方カードを各班に配布
し説明を加えることで，自主的な話し合い活動を促進す
ることを目指した。３・４時間目には，各班で決定した
俳句を持ち寄り，紅白俳句バトルを行った。１対１の５
回戦で勝敗を決することにし，各回戦の話し合いには，
パネルディスカッション形式を取り入れた。自分のチー
ムの代表俳句のよさの主張，相手チームの代表俳句に対
する疑問，意見などが話し合いの中で表出されるように
指導・支援した。判定者は４名（大学教員１名，大学院
生１名，学級担任２名）とし，俳句内容と話し合いの仕
方を判断基準におき判定した。回戦ごとに判定者の講評
を求め，話し合いの質について児童に示すことを目指し
た。指導者から特別賞を用意することで，選ばれなかっ
た児童に対する心的配慮を行った。１時間目の俳句創作
時の宿題として，発表俳句についての思いや考えを記述
することにより，２時間目の班学習において，友達に対
して自らの俳句に込めた思いをうまく伝えることができ
た。また，２時間目に班の仲間との伝え合いが十分に行
われた結果，３・４時間目の俳句バトルにおいては，仲間
の俳句のよさを他の班に対して主張することができた。
本研究の成果は，俳句を素材とする協同的学習が，知性
と感性，さらには，よりよい人間関係を築く力の育成を
促進する可能性を示唆するものである。
　さらに，皆川・横山（２０１３）は，ヴィゴツキーによる
「発達の最近接領域」の理論（ヴィゴツキー，２００３）を
基盤とし，俳句を題材とする授業の分析を行い，子ども
の発達の最近接領域を考慮した学習指導の在り方につい
て考察した。小学校５年生３クラスを対象に，３時間の
授業観察を行った。第１時（秋から冬への情景や行事，
遊びや食べ物，植物や動物など，季節感を味わえるもの・
ことを思いうかべ，季節のことば集めをする），第２時
（自他が集めた季節のことばを用いて，切れ字を使うな
ど表現に工夫を凝らしながら俳句を作る），第３時（作っ
た俳句を詠み合ったり，読んだ俳句に関する感想を書き
合ったりする）の３時間計画であった。この授業には，
日本発信の文化であり，体験にともなう感動表現の有力
な方法でもある「俳句」の創作・鑑賞ならびに他者との
共感・相互作用体験をとおして，児童が俳句のよさを感
じることのできる活動が組み込まれていたため，「俳句を
媒体とする感動・共感体験の心理学的意義」の分析を試
みた。その一環として，第１時の前と第３時の後に質問
紙調査を実施した。事前質問紙の結果，天気や空の様子
から季節を意識することがもっとも多く，次いで，四季
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の花や木のようすに目を向けたり，おいしいもの（食べ
物）が季節によって少しずつ違うことに気づいたり，季
語をたくさん知りたいと思うようになるという傾向がみ
いだされた。事前質問紙と，事後質問紙の共通質問につ
いて両者の結果を比較したところ，季語の種類に関する
知識が増えたという回答が増大する一方，もっと多くの
季語を知りたいという回答も増大するという傾向が見出
された。また，事後質問紙にのみ設けられた，俳句づく
りの学習の前と後での自らの変化を問う質問の結果，目
に見えないような季節の変化を感じるようになり，その
変化をことばで表してみようと思うようになり，実際に
ことばで表すことができるようになったと回答した児童
が７０％近くにのぼった。さらに，上記の選択をした児童
の多くが，実際に，直接的な表現を用いずに季節感を表
す俳句を創作していた。比喩表現を効果的に用いて季節
感を表現している句がみられる点で，授業で取り上げら
れた，２つの言葉をつなぎ合わせるなどして，目に見え
ない「季節の感じ」や「季節の移り変わり」を表現して
みる活動が生きていると考察された。事後質問紙には，
自由記述式の質問も設定され，自分が見付けられなかっ
た季語を友達がたくさん見付けていて，「なるほど」と
思ったなどと述べ，俳句の創作にあたり友達の意見から
ヒントを得たことを表明した児童もみられた。季語を多
く使えるようになったこと以上に，自身の気持ちを季語
に託したり，比喩や倒置法などの表現技法を活用できる
ようになったりしたことを実感している児童もみられた。
このように，授業での「季節のことば探し」における発
表が，児童の俳句創作に大きな影響を与えているという
ことが示唆された。俳句創作における楽しさや興味，得
意になった，できるようになったなどの記述もみられた
ことから，季語の使用や知識に関する能力が「秋から冬
へ」の授業を通して身についていることも示唆された。
このように，創作活動の喜びや楽しさを多くの児童が感
じていたことに加え，鑑賞し合うことによって俳句をつ
くった人の気持ちを知ることの楽しさや，俳句を通して
他者とふれあう喜びを感じる児童も多かった。上述の結
果より，児童が俳句に対する楽しさや興味，達成感を感
じる要素として，季節を表すことば（季語）を新しく知
ることができること，季語に自身の気持ちを込めて表現
できること，他者と作品を読み合うことで相手の考えて
いることや個性を知ることができること，他者と作品を
よみ合うことで自身の気持ちや考えを相手に伝えること
ができることなどがあると考えられる。また，俳句を創
作する授業を通して俳句作りそのものへの関心・意欲が
高まったというだけでなく，それと共に季節の変化にも
注意が向くようになったと考えられる。つまり，俳句の
創作の授業は国語科のみに留まらず，理科教育との関連
が見込めるということが示唆された。
３．小学校低学年における教材としての俳句の魅力
　　－生活科との接点－
　上述のように，俳句を教材とする授業実践研究は，主
として小学校高学年において行われてきた。学習指導要
領における各教科の国語の項に，「伝統的な言語文化と国
語の特質に関する事項」があるが，俳句が取り上げられ
るのは，中学年（第３学年及び第４学年）であり，「易し
い文語調の短歌や俳句について，情景を思い浮かべたり，
リズムを感じ取りながら音読や暗唱をしたりすること」
とされている。
　しかし，低学年（第１学年及び第２学年）においても，俳
句を用いた教育実践の場はたくさんあると考えられる。
暗唱，カルタ，作句（俳句づくり）などである。どれも
子どもたちは楽しく取り組むと思われるが，とりわけ，
俳句づくりに一番の魅力が感じられる。実感のあること
ばを探して，俳句を作り上げるという，その過程こそが
俳句実践の魅力であると考えられる。カルタとりは短歌
でも行われ，暗唱についても音読スキルといった教材が
あり，俳句に固有のものではない。これに対し，五七五
のリズムで作るのは俳句ならではのことである。
　学校には季節ごとの行事がたくさんあり，給食にも季
節のものが出てきたりして，本来は季節感を感じること
ができる場であると考えられる。ただ，授業は教室の中
で行われるため，子どもたちは「桜がさいている」「花が
ちっていった」「梅雨で雨がふっている」といった，大雑
把な認識しかできていないようにも思われる。しかしな
がら，俳句を作ろうとすることで，校内を歩き回ったり
して季節の変化を知ることができる。机の上だけで言葉
を用いて創作するのではなく，実際の体験をさせること
ができる。つまり「自分の実感のある言葉」の学習であ
る。学校外において家族で遊びに行っているときには，
さまざまなことを感じていると考えられる。うれしかっ
たこと，楽しかったこと，悲しかったこと，さみしかっ
たこと，季節の移り変わりなどである。ただ，これらの
感情はすぐに過ぎ去ってしまうため，俳句を作ろうとし
て，それらの感情を言葉にしようと思い出し，なんとか
言葉にすることに価値があると考えられる。
４．本研究の目的と意義
　金子（２０１４）は実作者の立場から，俳句教室について
の書籍を監修し，子どものうちから俳句になじむことは，
たいへんよいことであるとし，純真な感性を五七五のリ
ズムに乗せて口ずさみ，俳句を生み出すことによって，
日本語の魅力を体で覚えていくと説明している。俳句の
基本は，ものをよく見ることであるとされている。もの
をよく見て感じることで，感性が磨かれる。そのものに
対する愛情が湧き，さまざまなことに気づくことができ
る。また，知らなかった言葉を知り，国語力や表現力を
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身につけることができる。
　一方，以下のような考えもある。暗記する力は小学校
低学年でもあり，スイミーの物語などは単元の終わりに
はほとんどの子どもが暗唱してしまう。したがって，語
彙だけ増やそうとすれば，いろんな暗唱をさせればいい
ということになる。
　しかしながら，俳句は五音，七音，五音の言葉を組み
合わせればできてしまうので作りやすいし，何よりも，
作るために教室を出たり，自分の体験を思い出したりし
て，自分の実感のある言葉を探す，つくりだすこと，言
葉を操作して自分の感情を表現することは，「伝統的な言
語文化に親しむ」ということを含めて，国語科の教科目
標とも合致すると考えられる。
　なお，学習指導要領では「低学年においては，生活科
などとの関連を積極的に図り，指導の効果を高めるよう
にすること」とされているが，俳句づくりをとおしてこ
のことを実現できる可能性もある。本稿では，このこと
を考慮した授業づくりを提案し，実践する。
Ⅱ．授業実践
１．対象および時期
　N市立S小学校２年１組の児童３２名を対象として，
２０１８年７月１７日に実施した。第１著者の担任学級であ
り，本授業実践も第１著者が担当した。
２．単元について
　単元名は，「夏のことばをさがして　はいくをつくろ
う」とし，単元目標は「夏に関することばをさがし，経
験と結び付けて思ったことや伝えたいことを葉書に表す
ことができる」とした。
　２年生の子どもたちに季節の言葉を探させようとする
と，「桜がさいてる」「花がちった」「梅雨で雨がふってい
る」といった，おおざっぱな言語表現をすることが多い。
このことから，本単元では児童の発言とあわせて，経験
も語るようにうながす。例えば児童が「せみ」と発言し
た時には「どうしてせみなの？」と問うこととする。こ
の問いに対し「最近，朝からよくせみが鳴いているから」
などと答える児童がでてくる。すると他の児童たちも「あ
あ，わかる」「ぼくも同じことを考えてたよ」などと共感
しながら，自分の言葉を見つけようとすることができる
ことが予想される。
　学習指導要領において，俳句を音読したり暗唱したり
する学習は３年生に位置付けられている。国語の教科書
でも，扱いも３年生からである。そのため本単元では本
格的な俳句づくりではなく，俳句の５・７・５のリズム
をいかした，思ったことや伝えたいことを書く活動とし
て行う。教科書では「カードに書きましょう。」となって
いるが，葉書に書くことにした。こちらの方が読者を想
定しやすく，思いや考えを伝えあおうとする態度の育成
につながると考えたからである。また，本単元は生活科
の公共施設を利用する活動としての郵便局見学で，自分
が書いた葉書を出すという活動にも繋がっていると考え
られる。
３．授業の展開
　巻末資料に掲載した学習指導案に沿って，授業を展開
した。その概要を以下に示す。
　⑴　めあての提示
　「暑中見舞」と呼ばれる夏の挨拶状について説明し，暑
中見舞の葉書に俳句という，短いメッセージを書くとい
う学習活動を行うことを知らせた。
　まず，「もうすぐ夏休みですね。郵便局から葉書をもら
いました。暑中おみまいというものです。暑中おみまい
というのは，親戚の人や普段会えない人に，お葉書を送っ
て，『ぼくは，私は元気です。あなたはどうですか？』と
伝える葉書です」と説明した。
　つぎに，「この葉書に俳句という，短いメッセージを書
きます」と伝え，めあてを板書した。本時のめあては，
「夏のことばをさがして俳句をつくろう」であった。板
書後，全員で，めあてを音読させた。
　⑵　夏のことばをさがす
　夏であると感じたり，わかったりする言葉をさがすと
いう学習活動をおこなった。「夏だなあって感じる，分か
る言葉，どんな言葉があるかな？」と発問し，児童の答
えを板書した。
　⑶　季語という言葉を知る
　児童の答えに季節の言葉を「きご」と呼ぶことを知ら
せた。「こういう季節のことばを『きご』といいます。季
節のことばという意味です」と説明した。
　⑷　俳句を音読する
　松尾芭蕉の「ふるいけや　かわずとびこむ　みずのお
と」を板書し，全員による音読を促した。「みんなで読ん
でみよう（ふるいけや　かわずとびこむ・・・）」と教示
し，読み終わったときには「上手によめました」という
言葉をかけた。
　⑸　音読した俳句のなかの言葉の意味を知る
　「ふるいけ」，「かわず」をとりあげ，「どんな意味だと
思う？」と発問し，それぞれ，「古い池」，「かえる」とい
う意味であることを伝えた。
　⑹　音読した俳句の意味について考える
　子どもたちに考えさせたあと，教師が「かえるが，古
い池にとびこんだら，ぽちゃんと水の音がしていい音だ
なあと思いました」っていう意味が込められているんだ
よ」と伝えた。
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　⑺　俳句は５・７・５の音でできていることを知る
　俳句は５・７・５の音でできていることを知らせ，み
んなで数えさせた。「俳句は５・７・５の音でできていま
す」と述べ，「みんなで数えてみよう」と働きかけて，実
際に，５・７・５の音でできていることを体験的に理解さ
せた。
　⑻　俳句の特徴について考える
　「二回目の　運動会は　〇〇〇〇〇」を板書し，空欄に
当てはまる五音の語を考えさせた。このとき，感情を表
す言葉は使わないことを伝えた。「楽しいな」「うれしい
な」を入れてしまうと，表現の工夫が生まれにくいこと
に気づかせるようにした。
　「二回目の　運動会は　〇〇〇〇〇」の板書を指しなが
ら，「ここに入る言葉を考えてみよう」と指示した。「た
だし，楽しいなとかうれしいな，という言葉は使いませ
ん」と付け加えた。複数の児童とのやりとりの後，「楽し
いとかうれしいって言わずに，楽しさやうれしさがわか
るようにするのが俳句なんだよ」というまとめをして１
時間目を終了した。
　⑼　俳句をつくる
　ここから２時間目に入った。「じゃあ，自分で俳句をつ
くってごらん」と教示し，俳句の創作を指示した。
　⑽　葉書に自分の選んだ句と絵をかく
　自作の俳句から，葉書に書く俳句を選ぶ。
Ⅲ．結果および考察
１．授業展開　⑵夏のことばをさがす
　では，つぎのような言葉があげられた。「あつさ，虫，
カブトムシ，セミ，クワガタ，アゲハチョウ，かきごお
り，ソフトクリーム，海，およぐ，ハワイりょこう，や
ける，あせをかく，やきにく，すいか，太陽，花火，プー
ル，キャンプ，夏祭り，おばけやしき，アイス，せんぷ
うき，うちわ，クーラー，ワールドカップ」
　予想していた以上に，沢山の意見がでた。このことか
ら，児童にとって参加しやすかったことが分かる。とく
に，「おばけやしき　アイス」などは，児童の生活に密着
した言葉であると考えられるため，発言しやすい。児童
の意見のうち，やきにく，海，ハワイ旅行，ワールドカッ
プには夏らしいイメージがあるが，季語の事典である歳
時記には収録されておらず，季語ではない。しかし，「そ
れは違うよ」と言うべきではない。低学年では，厳密に
季語を学ばせる必要はなく，リズムを楽しむことを優先
すべきである。また，子どもたちがこうした語について
詠もうとすれば，その前後に，より明確な夏の季語が置
かれることが予想される。
２．授業展開　⑼俳句をつくる・⑽葉書に書く
　わずかな時間に俳句を作る児童が複数いたことから，
早くできた児童の作品を紹介することにした。
　中には，散文と同じように助詞を使おうとして，５音
に収まり切らない助詞を次の７音の頭にもってくるとい
うことをしていた。たとえば，下記の例のように。
　「カブトムシ　がじゅえきを　たべてたよ」
このとき，授業者は，以下のようにすれば助詞を省略で
き，リズムがよくなるという修正例を示した。
　「カブトムシ　じゅえきたくさん　たべてたよ」
　しかし，このようにすればよいという修正例として示
すのではなく，ただ２つの例を並べて板書し，「どっちが
いいかなあ？」と聞いて，子どもに考えさせればよかっ
たという反省点が示唆された。
　早くできた友だちの作品をみて，しだいに筆が進む児
童もいた。このようにして，日頃会えない身近な人々
（祖父母など）に自分が元気であることや感謝の気持ち
を伝えるために，季語を入れて，５・７・５の俳句をつく
り，図１に例示するような，オリジナリティのある，感
性豊かな葉書作品がつぎつぎと生まれた。
Ⅳ．まとめと今後の展望
　２年生の教科書には，俳句が掲載されていないが，教
科書の「季節の言葉」を学習して，その流れで俳句をつ
くることを考えれば，それほど違和感はない。本授業実
践では，児童に俳句をつくることを動機づけるために，
暑中見舞の葉書に書くという方法を試みた。葉書を用い
た実践は目的意識があり，子どもたちも自然とちゃんと
考えようとする良さがあった。生活科の目標の一つに「身
近な人々，社会及び自然を自分との関わりで捉え，自分
自身や自分の生活について考え，表現することができる
ようにする。」とあり，生活科にもいかせる要素があると
考えられる。また道徳科の「感謝」の要素も含まれると
考えられる。今後の展開が期待される。
図１：作成された葉書の例
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第２学年国語科学習指導案
【資　料】
指導者　島本　政志
１．日　　時　　平成３０年７月１７日㈬　第３・４時限
２．場　　所　　東館３階　第２学年１組教室
３．学年・組　　第２学年１組（男子１７名　女子１６名　計３３名）
４．単 元 名　　「夏のことばをさがして はいくをつくろう」
５．単元目標　　夏に関する言葉をさがし，経験と結び付けて思ったことや伝えたいことを葉書に表すことができる。
６．単 元 観
　２年生の子どもたちに季節の言葉を探させようとすると，「桜がさいてる」「花がちった」「梅雨で雨がふっている」
といった，おおざっぱな言語表現をすることが多い。
　本単元では，子どもの発言と併せて，経験も語るように促す。例えば子どもが「せみ」と発言した時には「どうし
てせみなの？」と聞く。ある子が「最近，朝からよくせみが鳴いているから」などと答える。すると他の子たちも
「ああ，わかる」「ぼくも同じことを考えてたよ」などと共感しながら，自分の言葉を見つけようとすることができる。
　学習指導要領では俳句を音読したり暗唱したりする学習は３年生に位置付けられている。そのため本単元では本格
的な俳句づくりではなく，俳句の５・７・５のリズムをいかした，思ったことや伝えたいことを書く活動として行う。
教科書では「カードに書きましょう。」となっているが，葉書に書くことにした。こちらの方が読者を想定しやすく，
思いや考えを伝えあおうとする態度の育成につながると考えたからである。また，本単元は生活科の公共施設を利用
する活動としての郵便局見学で，自分が書いた葉書を出すという活動にも繋がっている。
７．単元の評価規準
８．単元の指導と評価の計画（全２時間）
言語についての知識・理解・技能書く能力国語への関心・意欲・態度
季節の動植物や，季節を感じる言
葉を探している。
夏を感じた経験を思い出して，文
章に書いている。
季節の動植物に関する言葉を楽し
んで探している。
評価基準学習内容時
【関】友だちに紹介している。
【書】自分の夏を感じる言葉をノートに書く。
〇夏に関わる言葉を探し，交流する。
〇俳句の特徴について知る。
１
【書】作文を葉書に書く。
俳句の５・７・５のリズムをいかした作文を行い，
葉書に書く。
２
－１４３－
小学校２年生国語科における季語さがしと俳句づくり　－－生活科学習との連繋の試み－－
９．指導展開　第１時
　　指導展開　第２時
留　　意　　点主な学習活動
〇その言葉を選んだ理由も述べさせるこ
とで，周りの子も共感的に理解できる。
〇俳句が表現している情景を簡単に説明
する。
〇楽しいな　とか　うれしいな　という
言葉は使わずに，その気持ちが伝わる言
葉を考えるように促す。
１．もうすぐ夏休みですね。
　郵便局から葉書をもらいました。暑中おみまいというものです。
暑中おみまいというのは，親戚の人や普段会えない人に，お葉
書をおくって「ぼくは，私は元気です」「あなたはどうですか？」
と伝える葉書です。
　この葉書に俳句という，短いメッセージを書きます。
　みんなでめあてを読みましょう。
　　夏の言葉をさがして俳句をつくろう。　　　　　　　　　　
２．まずは，夏だなあって感じる，分かる言葉，どんな言葉があ
るかな？考えてみましょう。
３．発表し交流する。
４．みんなが見つけた，こういう季節を感じる言葉を，季節の言
葉を「きご」っていいます。
５．ふるいけや　かわずとびこむ　みずのおと
　みんなで読んでみよう（ふるいけや　かわずとびこむ・・・）
　上手によめました。どんな意味やと思う？
６．俳句は５・７・５の音でできています。数えてみよう。
７．「二回目の　運動会は　〇〇〇〇〇」ここに入る言葉，考えて
みよう。
８．できた作品を発表し交流する。
留　　意　　点主な学習活動
〇一般的には季語とは考えにくい言葉も
子どもなりの理由があれば，認める。
〇たくさん，作るように促す。
〇字余り，字足らずも認める。
〇どのような作品も，「よくできているね」
と肯定的に受け止める。
１．季語を使って俳句をつくろうね。
２．できた作品を教師に見せる。
３．葉書に自分の選んだ句と絵を描く。
４．作品を発表し交流する。

